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論　文　の　内　容　の　要　旨
　香りは，花の色や形とともに花卉における最も重要な形質の一つである。香気成分の発現様式を明らかに
することによって，香気成分の多様性を理解することは重要な研究課題である。本研究では，ペチュニア野
生種の一つである Petunia axillaris および Camellia lutchuensis（ヒメサザンカ）を実験材料として，香気多
様性のメカニズムの解明と芳香性育種素材の探索を行った。
　南米に広く自生する P. axillaris に属する各種の系統は，官能的に異なる香気を発することが知られてい
る。このように遺伝的に近縁な個体群における香気成分の変異を解析することは，香気成分多様性の発現メ
カニズムを解明するために強力な実験材料となる。本研究ではまず，香気成分の代謝と発散の両プロセスに
おける香気発現について解析するため，P. axillaris 3系統における発散香気成分と内生香気成分を分析した。
発散香気成分のプロファイルは，主に安息香酸メチルによって占められる質的な均一性と，安息香酸メチル
量に依存した量的多様性を示した。一方で，内生香気成分のプロファイルは質的にも量的にも多様であった。
各香気成分の発散比と沸点には負の一次相関が認められた。発散香気成分中では，低沸点化合物が優先的に
発散することから，内生香気成分に比べて発散香気成分では質的多様性が相当程度失われていることが明ら
かとなった。以上より，Petunia axillaris の各系統では，組織中における多種類の香気成分の生産と，各香
気成分固有の気化のしやすさ（沸点）によって官能的香気の多様性が生じていると結論された。
　つぎに，香気の多様性を導く代謝制御段階を明らかにするため，不揮発性の代謝物を含む芳香族香気関連
化合物を総合的に解析した。いくつかの系統において，香気成分と同等かそれ以上に蓄積する未知の化合
物を検出し，構造解析を行った結果，この物質がジヒドロコニフェリルアセテートであると同定した。ジ
ヒドロコニフェリルアセテートの構造，および代謝経路を解析した結果，ジヒドロコニフェリルアセテー
トとイソオイゲノールへの生合成経路の分岐点が生合成制御段階の一つであると推察され，これによって P. 
axillaris の香気成分の構成が変化する可能性があると考えられた。
　さらに，優れた香気を持つ新しい芳香性ツバキを作出するため，芳香性ヒメサザンカ野生種 3 系統と既
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存の芳香性ツバキ 4 品種の香気成分の比較を行った。その結果，官能評価および機器分析により，育種素材
として有望な芳香性ヒメサザンカ野生種系統の選抜に成功した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，Petunia axillaris および Camellia lutchuensis（ヒメサザンカ）の香気多様性の解明と芳香性育
種素材の探索を行ったものである。P. axillaris3 系統における発散香気成分と内生香気成分を分析した結果，
P. axillaris 系統は，花弁組織中に多種類の香気成分を生産すること，また，主に安息香酸メチルの発散量に
よって香気の多様性が生じていることを明らかにした。さらに，未知の関連化合物としてジヒドロコニフェ
リルアセテートを同定し，これとイソオイゲノールへの生合成経路の分岐点が制御段階の一つであることを
示唆した。次に，野生の芳香性ヒメサザンカおよび既存の芳香性ツバキ品種の香気成分の比較を行い，育種
素材として有望なヒメサザンカ野生種系統の選抜を行った。以上ように，本研究は，これまで十分解明され
ていなかった花卉の香気多様性のメカニズム解明と香気性新品種作出のための基礎的知見を与えたものとし
て高く評価された。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
